
小さく，｢東ら｣の手法ではひ

ずみが実測値より大きくなる

傾向にあることが確認された。

次に，RC 試験体における各

測定位置の長手方向における

ひずみの経時変化を図-９に

示す。RC 試験体の長手方向

のひずみ経時変化についても，

無筋試験体と同様な傾向が確

認できる。膨張材が含まれて

いない箇所に関して，各導入

手法の長手方向のいひずみに

あまり差は見られないが，膨

張材が含まれている箇所に関

しては各導入手法の長手方向

のひずみに差が生じている。

これは，各導入手法の膨張ひずみの与え方に起因していると考えられる。JCI 指針や東らによる手法は

膨張ひずみを拘束度に依らず一定であると仮定しているため，拘束応力の変動が膨張ひずみに反映さ

れていない。一方，総エネルギー一定則では，式(10)を見てもわかるように拘束応力の変動による膨張ひ

ずみの大きさを自動的に考慮している。これらの事から，各導入手法において長手方向のひずみに差が生じ

たと考えられる。今後は，拘束条件の異なるケースや補強の違いによる膨張材効果の検討を行いたいと

考えている。

4．おわりに

東らによって行われた膨張収縮挙動実験結果を対象として，ひび割れ制御指針による手法および東

らによる手法，総エネルギー一定則に基づく手法により膨張材の効果を考慮した温度応力解析を行っ

た結果，本研究の範囲内で各膨張効果導入手法における解は異なる可能性が示唆された。今後，更な

るケースを想定して比較検討を行っていきたい。
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図-９ 長手方向のひずみ経時変化(RC試験体)
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〔論文〕

Abstract In this study, moisture diffusion analysis and ASR expansion analysis were combined in order 

to evaluate ASR expansive behavior of PC structure under different ambient conditions. ASR expansion 

of PC pier under wetted condition and drying condition were simulated by means of developed method. 

As a result, it was confirmed that ASR expansion of PC pier was strongly affected by not only structural 

factor such as prestress but also distribution of relative humidity. By considering effects of ambient 

conditions, both surface and inner expansion could be evaluated reasonably.

Key words  ASR expansion, Diffusion equation, Ambient condition, Relative humidity 
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